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生産性向上に向けた
社会資本整備のあり方

近
年
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
・
陳
腐
化
が
急
速
に

進
み
、
維
持
管
理
や
更
新
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
増
加
し

て
い
る
。
引
き
続
き
豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
で
、
社
会
資

本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
利
活

用
な
ど
を
通
じ
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
な
維
持
管

理
や
戦
略
的
な
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

日
本
全
体
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
、
戦
略
的
な
社
会

資
本
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
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社
会
資
本
と

生
産
性
の
関
係

根
本

ま
ず
は
、
社
会
資
本
の
整
備
と
生
産
性
の
向

上
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
く
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
か
ら
ご
見
解
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

毛
利
審
議
官
に
お
聞
き
し
ま
す
。
現
在
、
国
土
交

通
省
で
は
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に

基
づ
き
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
の
か
、
方
針
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
い
ち
早
く
社
会

資
本
が
整
備
さ
れ
た
米
国
に
お
け
る
課
題
や
保
守
状

況
な
ど
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

「
生
産
性
革
命
元
年
」と
位
置
付
け
、

取
り
組
み
を
強
化

毛
利

私
は
、
人
口
減
少
下
に
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、

経
済
成
長
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
生
産
性
向
上
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
働
き
手
が
減
少
し
て

も
、
こ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
生
産
性
の
向
上
が
実

現
で
き
れ
ば
、
日
本
の
潜
在
的
な
成
長
力
は
高
ま
り
、

新
た
な
需
要
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

社
会
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
企
業
・
国

民
の
成
長
期
待
が
高
ま
り
、
設
備
投
資
・
賃
上
げ
、

個
人
消
費
の
喚
起
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
、
真
の

デ
フ
レ
脱
却
も
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省
で
は
、
石
井
啓
一
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
今
年
を
「
生
産
性
革
命
元
年
」
と

位
置
付
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
�
社
会
の
ベ
ー
ス
、
�
産
業
別
、
�
未
来

型
投
資
・
新
技
術
と
い
う
３
つ
の
分
野
で
、
１３
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
１
弾
を
始
動
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
ス

ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
の
効
果
的
整
備
・
活

用
、
関
連
産
業
の
生
産
性
向
上
、
新
市
場
・
新
技
術

の
開
拓
・
開
発
を
支
え
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

社
会
資
本
を
整
備
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１
つ

目
は
安
全
・
安
心
の
向
上
、
２
つ
目
は
生
活
の
質
の

向
上
、
３
つ
目
が
生
産
性
の
向
上
で
す
。
過
去
の
経

済
対
策
で
は
、
公
共
投
資
に
よ
る
景
気
回
復
の
即
効

性
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
本
来
、

社
会
資
本
の
整
備
は
中
長
期
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
こ
そ
、
そ
の
役
割

の
神
髄
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

生
産
性
向
上
は
、
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
良
質
な
労
働
力
の

確
保
・
代
替
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
労
働
力

人
口
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）な
ど
の
新
技
術
を
活
用
す
れ
ば
、
企
業
の

生
産
性
向
上
は
期
待
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
社
会
全

体
の
非
効
率
を
排
除
し
、
い
わ
ば
「
稼
げ
る
地
域
」

「
稼
げ
る
国
土
」
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
社
会
資
本
整
備

を
進
め
る
う
え
で
、
米
国
の
取
り
組
み
が
参
考
に
な

り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
米
国
は
、
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
の
も
と
、
１
９
２
０
年
代
に
大
規
模
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
６０
〜
７０

年
代
に
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
予
算
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
し
、

維
持
管
理
の
た
め
の
適
切
な
投
資
を
怠
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
８０
年
代
に
入
る
と
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
が
顕
著
と
な
り
、「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
と

揶
揄
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
規
投
資

と
と
も
に
維
持
管
理
の
た
め
の
予
算
の
確
保
、
執
行

に
よ
っ
て
、
欠
陥
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
を
着
実
に
減
少

さ
せ
ま
し
た
。

社
会
資
本
に
対
す
る
中
長
期
的
か
つ
計
画
的
な
投

資
が
、
国
力
の
維
持
・
発
展
に
重
大
な
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
は
、
米
国
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
日
本
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
し
、

戦
略
的
な
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
安
定
的
・
持
続

的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

根
本

続
い
て
川
合
委
員
長
に
伺
い
ま
す
。
物
流
事

業
者
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
観
点
か
ら
、

社
会
資
本
の
整
備
に
か
か
わ
る
現
状
の
課
題
認
識
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
企
業
の
視
点
を

踏
ま
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

川
合

物
流
は
、
発
・
着
荷
主
や
物
流
事
業
者
の
み

な
ら
ず
複
数
の
所
管
官
庁
等
、
多
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
よ
る
複
雑
な
関
係
性
を
も
っ
て
成
り
立
ち
、

ま
た
、
道
路
や
港
湾
、
空
港
、
鉄
道
と
い
っ
た
社
会

資
本
を
利
用
し
な
が
ら
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
社
会
資
本
の
整
備
状
況
が
、
物
流
の
生
産

性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
物
流
の
停
滞
や
障
害
を
原
因
と
し
て
、
日

本
の
産
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
物
流
業
界

は
、
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
、
物
流
事
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
で
す
。
今
後
、
物
流
業
界
は
、
深
刻
な
人
手
不

足
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
十
分
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
ず
に
物
流
が
停
滞
す
れ
ば
、
経
済
活
動
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
な
る
よ
う
な
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
し
、
物
流
現
場
を
魅
力

あ
る
職
場
と
す
る
た
め
に
、
業
界
の
自
助
努
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
加
え
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
視
野
に
入
れ
、

荷
主
企
業
な
ど
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、

物
流
の
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
省
人
化
・
省
力
化
を
進
め
、
効
率
を
上
げ
る
こ

と
で
担
い
手
の
負
荷
軽
減
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。そ

の
た
め
に
は
、
企
業
間
・
業
界
間
の
連
携
が
重

要
で
す
。
例
え
ば
、
配
送
先
ご
と
に
貨
物
を
ま
と
め

る
こ
と
で
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率
を
上
げ
、
総
走
行
台

数
を
減
ら
す
「
共
同
配
送
」
は
効
率
化
策
と
し
て
有

効
で
す
。
ま
た
、
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
注
１
）

な
ど
を

活
用
し
、
物
流
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
を
図
る
こ
と
、

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
環
境
負
荷
の
小
さ
い
鉄
道
・
海
運
へ

と
転
換
す
る
「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」
な
ど
、
事
業
者

間
の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
〔
図
表
１
〜
３
参
照
〕。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
物
流
業
界
が
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
政
府
に
は
社
会
資

本
の
整
備
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
物
流
の
ノ
ー
ド（
交
通
結
節
点
）

で
あ
る
港
湾
、
空
港
、
貨
物
駅
等
の
整
備
、
こ
れ
ら

と
リ
ン
ク
す
る
高
速
道
路
網
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
整
備

が
加
速
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
期
待
し
ま
す
。

経
団
連
の
提
言
「
企
業
の
競
争
力
強
化
と
豊
か
な

生
活
を
支
え
る
物
流
の
あ
り
方

（
注
２
）

」
で
も
触
れ
て
い
ま

す
が
、
競
争
力
強
化
・
利
便
性
向
上
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
が
、
地
域
社
会
の
み
な
ら
ず
、

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
企
業
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
社
会

資
本
整
備
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。投

入
可
能
な
財
源
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
選

択
と
集
中
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ユ
ー
ザ
ー
の
観

点
か
ら
生
産
性
向
上
や
競
争
力
強
化
に
寄
与
す
る
施

策
に
戦
略
的
に
投
資
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

根
本

そ
れ
で
は
、
菰
田
委
員
長
、
都
市
機
能
や
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

（注１）パレチゼーション：個々の物品をパレットに積み上げ、そのまま
車両等に積み込み、輸送する方法
（注２）詳細は、http://www.keidanren.or.jp/policy/2015/093.html参照

図表１ 共同配送モデル“M×N”から“M＋N”へ

提供：日本通運

http://www.keidanren.or.jp/policy/2015/093.html
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パレットに載って
加工メーカーへ

空パレット
■A

■B

■A

■B空パレット

空パレット

空パレット

原材料・商品の動き

パレットの動き

原材料・商品の動き

パレットの動き

消費者へ消費者へ

A社（例：原料メーカー）

B社（例：加工メーカー）

C社（例：配送センター）

A社（例：原料メーカー）

B社（例：加工メーカー）

C社（例：配送センター）

デ ポデ ポ

一種の
パレットで
流通を一本化

パレットに載って
配送センターへ

パレットに載って
加工メーカーへ

パレットに載って
配送センターへ

駅

エネルギー問題

発

トラックによる
メインの輸送手段を
内航と鉄道へシフト

港

駅

港

着

道路混雑労働力不足
地球温暖化・
環境問題

だ
さ
い
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
整
備
で
、

都
市
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る

菰
田

社
会
の
発
展
段
階
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
も

の
は
異
な
る
も
の
の
、
生
産
性
の
向
上
に
あ
た
っ
て
、

社
会
資
本
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

例
え
ば
、
住
宅
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

社
会
資
本
の
役
割
を
と
ら
え
た
場
合
、
高
度
経
済
成

長
期
に
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
労
働

生
産
性
の
高
い
仕
事
を

求
め
る
人
々
の
都
市
部

へ
の
流
入
に
対
応
す
る

た
め
に
、
日
本
の
幅
広

い
地
域
で
公
共
イ
ン
フ

ラ
や
公
営
住
宅
の
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
経
済
成
長

が
安
定
し
て
い
く
な
か

で
、
水
や
ゴ
ミ
な
ど
の

再
利
用
を
は
じ
め
と
し

た
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
、
都
市
で
働
き
、

暮
ら
す
人
々
の
生
活
水

準
を
高
め
る
べ
く
、
快

適
性
を
視
野
に
入
れ
た

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
公
共

投
資
は
、
日
本
の
経
済

成
長
を
支
え
る
大
き
な

基
盤
と
な
っ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

経
済
の
成
熟
に
伴
い
、
今
後
は
、
交
通
面
や
都
市

面
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
巨
大
災
害
に
備

え
た
防
災
性
の
向
上
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、

生
産
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
多
く
の
課
題

に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
社
会
資

本
の
利
用
方
法
の
見
直
し
や
、
課
題
に
即
し
た
公
共

投
資
に
よ
っ
て
都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
都
市
開
発
の
指

針
と
な
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
加
え
、
法
制
度
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
面
の
整
備
も
生
産
性
の
向
上
に
関
係
し

ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
制
度
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
民
間
企
業
の
積
極
的
な
投
資
や
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
企
業
の
生
産
性
向
上
の
み
な
ら

ず
、
都
市
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

根
本

最
後
に
下
村
副
議
長
、
製
造
業
の
立
場
か
ら
、

社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
う
え
で
の
着
眼
点
な
ど
を
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

稼
働
率
の
向
上
と
長
寿
命
化
が
鍵

下
村

社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
企
業
の
経
済
・
生
産
活

動
の
基
盤
で
あ
り
、
企
業
が
提
供
す
る
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ス
ト
と
品
質
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考

え
ま
す
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
の
人
口
構
造
の

変
化
へ
の
対
応
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
の
老

朽
化
対
策
、
災
害
予
防
・
減
災
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
抱
え
る
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
頻

度
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
費
用
対
効
果
は
悪

化
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
人
口
減
少
・
財
政
難
に

直
面
し
て
い
る
地
方
に
と
っ
て
は
深
刻
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
た
稼
働
率
を
高
め

る
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
設
備
の
効
率
を

最
大
化
す
る
に
は
、
稼
働
率
の
向
上
と
長
寿
命
化
に

よ
っ
て
固
定
費
率
を
下
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
更
新
や
新
設

に
よ
っ
て
、
固
定
費
を
回
収
し
て
余
り
あ
る
効
果
が

あ
る
な
ら
ば
、
躊
躇
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

需
給
の
変
動
に
対
応
で
き
る
一
定
の
変
動
費
化
や
、

新
旧
設
備
の
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
化
に
よ
る
利
用
頻
度

の
向
上
と
い
う
視
点
は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

既
存
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

有
効
活
用

根
本

皆
様
か
ら
、
既
存
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
運
用

方
法
を
見
直
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
各
業
界
の
取
り
組
み
な
ど
を
さ
ら
に
具

体
的
に
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
毛
利
審
議
官
か
ら
、
既
存
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
や
、
施
設
や
設
備
を
陳
腐
化
さ

せ
な
い
た
め
の
方
策
な
ど
、
具
体
例
を
含
め
て
お
聞

き
し
ま
す
。

「
予
防
保
全
」と

「
賢
く
使
う
取
り
組
み
」で

既
存
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用

毛
利

ご
指
摘
の
と
お
り
、
適
時
適
切
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
い
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
使
う
こ

と
は
、
非
常
に
重
要
な
観
点
で
す
。
先
ほ
ど
の
米
国

の
事
例
と
同
様
、
日
本
で
も
、
道
路
・
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
・
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
橋
梁
は
、
約

２０
％
が
整
備
後
５０
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
２０
年
後

に
は
約
７０
％
と
、
そ
の
割
合
は
加
速
度
的
に
高
く
な

り
ま
す
。
現
在
の
維
持
管
理
・
更
新
費
の
約
３
・
６

兆
円
が
、
２０
年
後
に
は
４
・
５
兆
〜
５
・
５
兆
円
に

増
大
す
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
持
続
的
に
社
会
資

本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

劣
化
が
進
む
前
に
補
修
を
行
う
「
予
防
保
全
」
と
い

う
考
え
方
の
も
と
、
計
画
的
に
維
持
・
修
繕
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
必
要
な
整
備
を
行
い

つ
つ
、
点
検
・
補
修
を
計
画
的
に
実
施
し
、
大
規
模

な
修
繕
・
更
新
コ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
な
が

ら
、
負
担
を
平
準
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
を
新
た
に
整
備
す
る
段
階
か
ら
、

将
来
の
維
持
管
理
費
を
想
定
し
た
設
計
を
行
い
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
取
り
組
み
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

図表２ 一貫パレチゼーションとは

提供：日本通運

図表３ モーダルシフトとは

提供：日本通運
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こ
う
し
た
予
防
保
全
に
よ
る
計
画
的
・
戦
略
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
一
方
、
イ
ン
フ
ラ
を
「
賢
く

投
資
・
賢
く
使
う
取
り
組
み
」
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
例
で
お
話
し
す
る
と
、
昨
今
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
が
増
え
て
い
る
な
か
、
港
湾
の
受
け
入

れ
環
境
が
需
要
に
追
い
つ
か
ず
、
急
増
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
機
会
を
逃
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
大
規
模
な
投
資
を

行
わ
な
く
と
も
、
既
設
の
貨
物
船
用
岸
壁
を
利
用
し
、

防
舷
材
や
係
船
柱
を
追
加
す
る
な
ど
、
最
低
限
の
投

資
で
港
湾
を
迅
速
に
整
備
し
て
い
く
よ
う
な
工
夫
も

必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
都
市
の
環
状
道
路
の
姿
が
よ
う
や
く
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
な
利
用
料
金
の
設
定
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
道
路
の

整
備
費
を
回
収
す
る
た
め
の
料
金
」
と
い
う
考
え
方

で
し
た
が
、
今
後
は
「
賢
く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
の

料
金
」
へ
と
転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
圏
央
道（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

は
首
都
高（
首
都
高
速
道
路
）に
比
べ
て
通
行
料
が
高

く
、
割
安
感
の
あ
る
首
都
高
に
車
が
流
入
す
る
一
因

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
の
４
月
か

ら
首
都
圏
の
高
速
道
路
料
金
制
度
を
大
き
く
見
直
し

ま
し
た
。
路
線
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
距
離
別
料

金
を
統
一
し
、
同
じ
入
口
と
出
口
を
使
っ
た
場
合
に

は
、
経
路
が
異
な
っ
て
も
原
則
と
し
て
同
額
に
す
る

体
系
と
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
都

心
を
挟
ん
で
長
距
離
を
移
動
す
る
際
に
、

圏
央
道
の
利
用
を
促
す
こ
と
で
、
都
心
部

の
渋
滞
緩
和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
っ

て
渋
滞
や
事
故
の
詳
細
な
分
析
が
可
能
に

な
り
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
、
最
も

効
果
的
な
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
対
策
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
交
通
事
故
で
見
る
と
、
日
本
で
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
事
故
が
多
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
の
大
半
が
、

自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
以
内
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
道
路
へ
の
重
点

的
な
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

あ
る
い
は
渋
滞
に
つ
い
て
も
、
料
金
所

渋
滞
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
導
入
で
か
な
り
緩
和
さ
れ

た
も
の
の
、
サ
グ（
下
り
坂
か
ら
上
り
坂

に
さ
し
か
か
る
凹
部
）で
の
渋
滞
が
全
体

の
３
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
構
造
的
な

原
因
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
首
都
圏
空
港
の
利
用
率
に
つ
い

て
も
、
飛
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
よ
っ
て

容
量
を
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
賢
く
投
資
・
賢
く
使
う

こ
と
に
よ
る
社
会
資
本
の
効
率
化
の
ヒ
ン

ト
は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
社
会
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
し
っ
か
り
と
発
掘
し
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
本

川
合
委
員
長
は
、
新
た
な
高
速
道
路
料
金
制

度
の
導
入
は
、
渋
滞
緩
和
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た

と
お
考
え
で
す
か
。

「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」解
消
と

「
賢
い
料
金
設
定
」に
よ
る

ス
ト
ッ
ク
効
果

川
合

こ
こ
２
年
余
り
の
間
で
、
圏
央
道
、
外
環
道

（
東
京
外
か
く
環
状
道
路
）、
中
央
環
状
線（
首
都
高

速
道
路
中
央
環
状
線
）の
い
わ
ゆ
る
首
都
圏
三
環
状

道
路
の
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」
解
消
の
た
め
の
整

備
が
進
み
、
環
状
道
路
整
備
に
よ
る
高
い
バ
イ
パ
ス

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
流
業
界
で
も
都
心

を
迂
回
す
る
環
状
道
路
の
効
果
に
は
注
目
し
て
い
ま

す
。直

近
で
は
、
東
名
高
速
道
路
と
東
北
、
関
越
、
中

央
の
各
自
動
車
道
が
圏
央
道
経
由
で
初
め
て
結
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
名
と
東
北
道
間
の
走
行
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
都
心
部
の

渋
滞
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
物
流
や
観
光
な

ど
で
も
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
と
っ
て
、
生
産

性
向
上
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
周
辺
地
域
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
渋
滞
緩
和

な
ど
を
通
じ
て
生
産
性
を
高
め
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
優
先
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
、
毛
利
審
議
官
が
、「
賢
く
使
っ
て
も
ら

う
た
め
の
料
金
」
設
定
と
し
て
、
首
都
圏
の
高
速
道

路
料
金
体
系
の
変
更
を
例
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
名

高
速
道
路
と
東
北
自
動
車
道
を
行
き
来
す
る
際
に
、

都
心
を
避
け
て
圏
央
道
を
利
用
す
る
動
き
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
圏
央
道
の
利
用
増
に
よ
っ
て
首
都
高
の

渋
滞
が
減
少
す
る
一
方
、
首
都
高
の
短
距
離
利
用
が

増
え
、
並
行
す
る
一
般
道
の
渋
滞
が
緩
和
す
る
効
果

も
出
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毛
利

大
変
良
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
が
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
言
及
し
始
め
た
理
由

の
１
つ
は
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
が
一
定

程
度
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
三
環
状
線

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
の
効
果
は
大
き
く
、
中
央

環
状
線
で
残
っ
て
い
た
約
２
割
の
区
間
が
つ
な
が
っ

た
こ
と
の
効
果
と
し
て
、
中
央
環
状
線
内
側
の
交
通

量
自
体
は
５
％
し
か
減
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
渋
滞
は
５
割
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
整

備
効
果
だ
け
な
の
で
、
今
後
は
「
賢
い
料
金
設
定
」

に
よ
っ
て
よ
り
効
果
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

圏
央
道
に
つ
い
て
は
、
整
備
に
合
わ
せ
て
、
沿
線

で
物
流
施
設
の
立
地
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
民
間
の
取
り
組
み
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
高
速

海老名ジャンクションでは既存の道路幅員のなかとラ
ンプを２車線運用（従前１車線）とするピンポイント渋
滞対策を実施

提供：国土交通省

その他
約５％

工事
約１２％

事故
約２０％

接続道路からの渋滞など
約２６％

インター
チェンジ
約１０％

サグ部および上り坂
約２８％

図表４ 生産性革命に向けたピンポイント渋滞対策

提供：国土交通省

○中央道
小仏トンネル付近

○首都高速
板橋・熊野町JCT

○阪神高速
阿波座付近

データ分析による対策で解消を図る
関係機関や地元の合意を得ながら、対策を検討・実施

■渋滞の発生要因 ※NEXCO3社（平成２５年（２０１３年）１月～１２月）

※トラックドライバーが、東名を毎日１往復するとして、実労働時間の短縮から算出

■高速道路 実容量の低下箇所をデータにより特定し、ピンポイントで是正

［ピンポイント対策］

上下線の大和トンネル付近において、
上り坂・サグ部等の対策を実施。

○東名高速 大和トンネル付近

写真．大和トンネル付近の渋滞
状況（上り線）

〔事例〕

○東名阪 四日市

⇒ 新名神の整備（Ｈ３０）

（新四日市JCT～亀山西JCT）

〔効果例〕

○新東名開通（Ｈ２８．２）

浜松いなさJCT～豊田東JCTの

開通により、

・現東名の渋滞：月２４回

⇒ ゼロ

・労働生産性： 約６％向上※

［ネットワーク整備］
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道
路
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

根
本

Ｐ
Ｆ
Ｉ（P

rivate
F
inance

Initiative

）事

業
な
ど
を
通
じ
て
既
存
施
設
を
効
率
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
に
整
備
す
る
余
地
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

菰
田
委
員
長
、
不
動
産
業
界
の
お
立
場
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
取
り

組
み
事
例
な
ど
も
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を
用
い
て

既
存
の
公
共
施
設
を
高
度
化
・

多
機
能
化
す
る

菰
田

都
市
・
住
宅
開
発
の
観
点
か
ら
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（P
ublic-P

rivate
P
artnership

）や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手

法
を
用
い
て
既
存
の
公
共
施
設
を
高
度
化
、
多
機
能

化
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
加
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
未
利
用
の
公
有
地
や
空
き
家
等
を
、

民
間
の
ア
イ
デ
ア
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
い
か
に
有
効

活
用
し
て
い
く
か
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

公
有
地
の
利
活
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
「
芝
浦

水
再
生
セ
ン
タ
ー
地
区
」
の
再
構
築
事
業
で
す
。
こ

れ
は
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
下
水
道
施
設
の
更
新
に
あ

た
り
、
上
部
空
間
の
未
利
用
容
積
を
民
間
事
業
者
に

貸
し
付
け
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
土
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引

き
出
し
た
も
の
で

す
。当

社
も
か
か
わ

り
現
在
推
進
し
て

い
る
渋
谷
区
の
取

り
組
み
も
参
考
に

な
る
事
例
で
す
。

区
庁
舎
と
公
会
堂

の
建
て
替
え
に
あ

た
り
、
現
庁
舎
敷

地
の
一
部
を
民
間

事
業
者
に
住
宅
用

地
と
し
て
貸
し
付

け
、
そ
の
対
価
に

よ
り
区
の
建
築
費

用
を
捻
出
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、

公
園
の
整
備
に
際

し
て
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

手
法
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
宮
下
公

園
等
の
整
備
に
あ

た
り
、
企
業
の
資

金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
商
業
施

設
や
宿
泊
施
設
と

合
わ
せ
た
開
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
街
と
し
て
の

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
居
住
の
集
積
の
あ
る
住
宅
団
地
で

は
、
老
朽
化
対
策
や
居
住
水
準
の
向
上
に
向
け
て
、

団
地
の
再
生
を
図
る
際
に
生
み
出
さ
れ
る
用
地
を
活

用
し
た
、
医
療
・
福
祉
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の

導
入
に
よ
る
福
祉
拠
点
化
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

根
本

昨
今
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
村
副
議
長
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
よ
り
有
効

に
用
い
る
に
あ
た
っ
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
役
割
は
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
で

既
存
イ
ン
フ
ラ
の
効
果
を

最
大
限
に
引
き
出
す

下
村

既
存
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
、

新
サ
ー
ビ
ス
・
新
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

企
業
の
生
産
基
盤
と
な
る
道
路
に
つ
い

て
は
、
移
動
時
間
の
約
４
割
が
渋
滞
に

費
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
や
、

交
通
事
故
に
よ
る
経
済
損
失
は
年
間
６

兆
円
に
上
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
、

生
産
性
向
上
の
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

毛
利
審
議
官
か
ら
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
が
、
国
土
交
通
省
が
掲
げ
る
「
生
産

性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
な
か
で
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
渋
滞
対
策
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０

（
注
３
）
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
行
管

理
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
安
全
運

転
支
援
・
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
が
有
効
と
な
る
で
し

ょ
う
。
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
準
天
頂

衛
星
を
使
っ
た
高
精
度
測
位
情
報
と
、
高
精
度
３
次

元
地
図
情
報
を
組
み
合
わ
せ
た
高
度
な
自
動
運
転
の

実
現
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す

る
う
え
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
鍵
と
な
る
技
術
で
あ
り
、

当
社
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
３

次
元
地
図
に
つ
い
て
は
、
各
社
と
協
力
し
な
が
ら
ま

ず
は
高
速
道
約
２
万
�
の
情
報
整
備
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
地
図
の
作
成
の
み
な
ら
ず
、
道
路
利
用
者

の
利
便
性
に
資
す
る
、
換
言
す
れ
ば
生
産
性
向
上
に

資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
国
や
自
治
体
、

あ
る
い
は
走
行
し
て
い
る
自
動
車
そ
の
も
の
が
収
集

し
た
情
報
を
ど
う
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
、
付
加

価
値
の
高
い
情
報
と
し
て
提
供
す
る
か
も
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
壁
を
超
え
た

官
民
連
携
の
実
現
も
生
産
性
向
上
の
鍵
と
な
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
川
合
委
員
長
か
ら
物
流
業
界
で
の

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
と
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
自
動
隊
列
走
行
」
と

い
う
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
に
も

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
）に
お
い
て
、
大
型
車
・
小
型
車
混
在
で
操
舵

制
御
と
速
度
制
御
を
行
う
自
動
運
転
・
隊
列
走
行
の

実
験
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
セ
ン
サ
ー
の
性

能
が
大
幅
に
向
上
し
た
こ
と
も
あ
り
、
先
に
挙
げ
た

（注３）ETC２．０：従来の自動料金支払に加え、高速道路上の通信スポットと走
行車両の双方向通信で渋滞回避や安全運転等の運行支援サービスを提供

新宮下公園等整備事業開発イメージ
提供：三井不動産

圏央道の利用が料金の面において不利にならないよう、経路によらず、
起終点間の最短距離を基本に料金を決定（２０１６年４月より導入）

凡例
開通済
事業中
調査中

平成２７年１２月９日時点
○○○

２０１６年４月からの新たな料金の影響を検証したうえで、
混雑状況に応じて変動する機動的な料金などを導入

図表５ 首都圏の新たな高速道路料金の導入による生産性の向上

提供：国土交通省

引下げ

〈厚木IC～桜土浦ICの場合〉

圏央道経由

５，０５０

都心混雑時間帯

〈新たな料金による生産性向上〉

都心経由

３，９３０

料金

混雑状況に
応じて切替

注１：※区間の開通時期については土地収用法に基づく手続
きによる用地取得等が速やかに完了する場合

注２：久喜白岡JCT～木更津東IC間は、暫定２車線
注３：圏央道の釜利谷JCT～戸塚IC、栄IC・JCT～藤沢IC、

大栄JCT～松尾横芝IC区間以外のIC・JCT名は決定

【効果例】
○首都高品川線開通
中央環状の全線開通により、都心の交通
量が５％減少、渋滞が５割減少。

〈ネットワークの進展による渋滞改善〉
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高
精
度
３
次
元
地
図
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

技
術
的
に
は
社
会
実
装
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
と

み
て
い
ま
す
。

川
合

経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
で
は
、
２
０
１

９
年
度
よ
り
、
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
に
隊
列
を
組
ま
せ
て

自
動
運
転
で
高
速
道
路
を
走
ら
せ
る
実
験
を
始
め
る
、

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
法
的
・
制
度
的
な
問
題
は
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
技
術
的
に
は
可
能
と
い
う

こ
と
な
の
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
解
消
、運
送
の
効

率
化
に
向
け
て
、
早
期
の
実
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

毛
利

技
術
の
進
歩
に
加
え
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
水

準
が
上
が
っ
て
き
た
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
夢
が
現
実

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
十
分
な

実
験
・
検
証
を
行
っ
た
う
え
で
、
速
や
か
に
制
度
改

正
を
進
め
、
社
会
実
装
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

運
送
業
界
の
み
な
ら
ず
人
手
不
足
解
消
は
日
本
社

会
全
体
の
課
題
で
す
。
渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
を
労

働
力
に
換
算
す
る
と
約
２
８
０
万
人
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
技
術
・
新
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
で
、

労
働
力
減
少
を
上
回
る
生
産
性
向
上
を
達
成
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の

投
資
の
方
向
性

根
本

皆
様
ご
指
摘
の
と
お
り
、
日
本
で
は
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
力
不

足
や
財
政
事
情
の
厳
し
さ
を
踏
ま
え
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
へ
の
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
公
共
投
資
を
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
重
視
し
な

が
ら
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

下
村
副
議
長
、
先
ほ
ど
の
議
論
で
は
既
存
イ
ン
フ

ラ
へ
の
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
新
た
な

イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
こ
う
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
は
有
効
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
投
資
箇

所
の
選
定
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

維
持
管
理
の
省
力
・
省
人
化
に

向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

下
村

先
ほ
ど
か
ら
お
話
が
出
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
老
朽
化
す
る
と
い

う
初
め
て
の
経
験
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
早
い
段
階
で
役
割
を
終
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
科
学
技
術
、

社
会
工
学
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
、
異
分
野

の
連
携
が
必
要
で
す
。
政
府
が
投
資
を
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
将
来
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
を
見
据
え
て
「
選

択
と
集
中
」
を
行
い
、
官
民
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
た
う
え
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
、
民
間

企
業
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
参
入
し
や
す
い
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
検
討
す
る
に

際
し
て
は
、
新
設
・
更
新
と
、
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
両
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
設
・
更

新
に
つ
い
て
は
、
当
該
イ
ン
フ
ラ
の
生
産
性
を
高
め

る
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
、
技
術
者
不

足
に
備
え
た
維
持
管
理
の
省
力
・
省
人
化
が
必
要
で

す
。技

術
者
不
足
へ
の
備
え
と
し
て
、
熟
練
工
の
経
験

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
一

方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
新
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
例
え
ば
、
当
社
は
、
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
変
化
状
況
を
車
両
で
走
行
し
な
が
ら
高
精

度
に
３
次
元
計
測
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
構
造
物
や
設
備
の
微
小
な
経
年

変
化
が
把
握
で
き
、
人
に
よ
る
目
視
・
打
音
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な
保
守
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
当
社
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事

業
に
お
い
て
も
、
数
年
前
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
自
身

が
ブ
レ
ー
キ
や
扉
の
開
閉
と
い
っ
た
運
転
機
能
の
診

断
を
自
動
的
に
行
い
、
情
報
セ
ン
タ
ー
に
伝
送
す
る

仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
常
に

安
全
な
状
態
を
保
ち
つ
つ
、
点
検
作
業
員
が
現
地
に

実
際
に
赴
く
頻
度
を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
中
程
度
の
地
震
等
で
停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
自
動
復
帰
機
能
な
ど
も
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

社
会
資
本
に
お
い
て
、
保
守
や
点
検
の
時
間
を
減
ら

し
、
省
力
化
を
図
る
こ
と
は
、
当
該
イ
ン
フ
ラ
の
品

質
を
維
持
し
、
生
産
性
を
損
な
わ
な
い
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
本

菰
田
委
員
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
経
済
活
動

の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
都
市
を
、
生
産
性
向
上
の
観

点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
べ
き
だ

と
お
考
え
で
す
か
。

菰
田

私
も
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

急
速
に
進
行
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
イ
ン

フ
ラ
投
資
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
多
く
の
都
市
は
、
街
の
中
心
部
か
ら
郊
外
に

ま
で
薄
く
広
が
っ
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
人
口
が
増
加
し
て
い
た
時
代
に
形
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
拡
散
型
の
都
市
で
、

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
的
に
は
、
都
市
機
能
を
集

約
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
利

便
性
の
高
い
エ
リ
ア
の
人
口
密
度
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
、
消
費

の
喚
起
、
回
遊
性
の
向
上
に
よ
る
高
齢
者
の
健
康
促

進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ

の
際
、
対
象
と
す
る
利
用
者
の
行
動
特
性
を
把
握
し
、

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
う
え
で
、
施
設
の
最
適
な
配
置

を
行
い
、
都
市
を
つ
く
り
直
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

加
え
て
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
街
中
心

部
で
の
自
動
車
の
利
用
規
制
や
人
と
自
動
車
動
線
の

分
離
、
公
共
交
通
機
関
の
活
用
な
ど
の
対
応
も
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
だ
け
で
は
な
く
、

高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
基
盤
に
し
て
、

複
数
の
都
市
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
広

域
的
な
都
市
圏
を
形
成
し
、
各
都
市
で
機
能
を
分
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
特
化
の
効
果
や
、
よ
り
効

率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や

特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
都
市
政
策
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
規
制
緩
和
と
適

正
な
開
発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
都
市

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
競
争

力
の
あ
る
都
市
圏
の
形
成
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
や
、
大
阪
ま
で
の
延
伸

に
よ
る
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
東
京
か
ら
関
西
ま

で
を
、
１
つ
の
大
き
な
都
市
圏
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ー

パ
ー
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
と
ら
え
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
機
能
分
担
を
適
切

に
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
各
都
市
の
生
産
性
の
向

図表６ 三菱インフラモニタリングシステム（MMSD�）の概要

※ MMSD�：Mitsubishi MMS for Diagnosis
＊ 建築限界とは、列車の安全を確保するため軌道上において障害となる工作物や
構築物の設置が許されない空間範囲
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【３次元点群データ＋高解像度画像データ】

鉄道沿線計測
（建築限界＊）

建築限界からの距離を色で表示

トンネルひび割れ
自動抽出

変位部分を色で表示

【三菱インフラモニタリングシステム
（MMSD�）車両】
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上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

根
本

事
業
の
成
長
に
は
、
円
滑
な
人
流
と
物
流
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
川
合
委
員
長
、
こ
れ
か
ら
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
あ
た
り
必
要
と
思
わ
れ
る
観
点

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
道
路
施

策
だ
け
で
な
く
、
港
湾
や
空
港
、
ま
た
は
鉄
道
な
ど

の
物
流
網
を
含
め
た
事
例
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

低
廉
か
つ
高
効
率
な
輸
配
送
を

実
現
す
る
た
め
の
道
路
整
備
を

川
合

物
流
の
ノ
ー
ド
で
あ
る
港
湾
・
空
港
・
貨
物

駅
等
の
整
備
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
ま
た
環
状

道
路
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
ま
し

た
。
こ
れ
と
同
様
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
ノ
ー

ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
高
速
道
路
直
結
で
は
な
く
、
い

わ
ゆ
る
「
一
般
道
」
を
経
由
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
設
の
み
な
ら
ず
既
存
の
道
路
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
輸
配
送
の
形
態
に
即
し
た
「
使
え
る

道
路
」
と
い
う
視
点
で
検
討
す
べ
き
で
す
。

例
え
ば
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
使
用
す
る

超
大
型
車
両（
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
等
）は
、
許
可
さ
れ

た
指
定
経
路
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

必
ず
し
も
顧
客
所
在
地
へ
最
短
で
運
行
で
き
る
経
路

と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
貴
重

な
時
間
を
犠
牲
に
し
て
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
道
路
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
工
場
や
大
規
模
流
通
施
設
が
立

地
す
る
物
流
需
要
の
高
い
エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
つ
い
て
は
、
超
大
型
車
が
支
障
な
く
効
率
的
に

通
行
で
き
る
よ
う
な
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
都
市
内
物
流
で
は
、
集
配
に
伴
う
貨
物
の

積
み
降
ろ
し
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
地
域
で
は
貨
物
車
専
用
の
駐
車
帯
を
整
備
し
て

い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
集
配
車
両
の
運
行
台
数

に
比
べ
充
足
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
実
情

で
す
。
都
市
計
画
の
見
直
し
や
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
す
る
な
か
で
は
、
貨
物
積
み
降
ろ
し
施
設
の

確
保
の
よ
う
に
、
物
流
を
前
提
と
し
た
計
画
策
定
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
貨
物
輸
送
量
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
良
し
あ
し
が
生
産
性
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

港
湾
、
空
港
、
鉄
道
貨
物
駅
と
い
っ
た
ノ
ー
ド
へ

の
投
資
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ノ
ー
ド

の
み
で
は
機
能
し
な
い
の
が
物
流
の
実
態
で
す
。
ノ

ー
ド
と
リ
ン
ク
す
る
道
路
は
、
国
民
生
活
と
密
接
に

か
か
わ
り
を
持
つ
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」
を
担
う

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
こ
の
道
路
に
か
か
る
社
会
資
本

整
備
推
進
は
、
よ
り
低
廉
で
効
率
性
の
高
い
輸
配
送

の
実
現
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

根
本

毛
利
審
議
官
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
投
資
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
課
題
や
留
意
点
を

ご
教
示
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る

「
戦
略
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

毛
利

新
技
術
の
活
用
、
人
流
お
よ
び
物
流
に
配
慮

し
た
建
物
・
都
市
の
構
造
へ
の
踏
み
込
み
な
ど
、
皆

様
か
ら
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
使
わ
れ
る
イ
ン

フ
ラ
、
よ
り
役
立
つ
イ
ン
フ
ラ
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
の
務
め
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
イ
ン
フ
ラ
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え

る
と
、
今
後
の
課
題
は
大
き
く
４
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
１
つ
目
は
少
子
高
齢
化
と
い
う
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
す
。
２
つ
目
は
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
、

３
つ
目
は
国
際
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
に
は

ど
う
す
る
か
、
４
つ
目
は
大
都
市
だ
け
で
な
く
地
方

が
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
何
が
必
要
か
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
資
本
整
備
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
応

え
る
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
昨
年
閣
議
決

定
し
た
「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
の
な
か
で
は
、

「
戦
略
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
考
え
方
と
し

て
、
�
集
約
・
再
編
を
含
め
た
既
存
施
設
の
戦
略
的

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
�
既
存
施
設
の
有
効
活
用（
賢
く

使
う
取
り
組
み
）、
�
社
会
資
本
の
目
的
・
役
割
に

応
じ
た
選
択
と
集
中
の
徹
底
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
現
在
、
こ
の
計
画
の
具
体
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
新
規
投
資
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
厳
格
に
Ｂ
／
Ｃ（
費
用

便
益
分
析
）を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
効

果
最
大
化
を
目
指
し
て
、
少
な
い
投
資
で
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
賢
い
投
資
、
複
数
の
事
業
に
同
時
に

投
資
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な

投
資
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
港
湾
と
高
速
道
路
に
同
時
に
投
資
す
る
こ
と
で
、

民
間
の
投
資
を
誘
発
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
、
最
も
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
す
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
今
年
４
月
に
完
成
し

た
「
バ
ス
タ
新
宿
」
が
あ
り
、
現
在
、
１
日
２
〜
４

万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
都
市
空
間
を

有
効
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
乗
り
換
え
に
か
か
っ
て

い
た
時
間
を
１４
分
か
ら
１
分
以
内
に
短
縮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
鉄
道
が
効
果

的
に
結
び
付
け
ら
れ
た
「
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
」
の

典
型
だ
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
効
果
的
な
防
災
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
ハ

ー
ド
だ
け
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
も
含
め
て
総
動
員
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
例
え
ば
、
一

定
ま
で
は
ハ
ー
ド
面
の
対
策
で
カ
バ
ー
し
、
そ
れ
以

上
は
避
難
を
徹
底
す
る
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

新
規
投
資
に
あ
た
っ
て
は
、
有
識
者
か
ら
「
ス
ト

ッ
ク
効
果
は
結
果
と
し
て
出
る
も
の
で
は
な
く
、
効

果
的
に
出
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

意
見
を
頂
戴
し
て
お
り
、
私
ど
も
も
そ
の
と
お
り
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
戦
略
的
な

新
規
投
資
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

企
業
の
生
産
性
向
上
に

向
け
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の

期
待
と
課
題

根
本

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高

日本は、社会インフラが一斉に老朽化すると
いう初めての経験に直面している。科学技術、
社会工学、ICT、ファイナンス等、異分野が
連携して対策を講じなければならない。特に、
ICT等の活用により、既存の社会インフラの
生産性を最大限に引き出すことが求められて
いる。企業の生産性向上に向けては、社会イ
ンフラを通じて得られるデータの利活用が今
後の課題である。行政が保有するデータのフ
ォーマットを統一・標準化し、オープン化す
ることで、産業界にその利活用を促せば、社
会インフラの効率的な維持管理も可能となる。

（下村節宏）

人口減少に直面している日本にとって、経済
成長の鍵は「生産性向上」である。国土交通
省は、今年を「生産性革命元年」と位置付け、
石井大臣のリーダーシップのもと、社会全体
の生産性向上につながる、ストック効果の高
い社会資本の効果的整備・活用に取り組んで
いる。社会資本整備にあたっては、「予防保
全」による戦略的メンテナンスや有効活用（賢
く使う取り組み）、目的・役割に応じた選択
と集中の徹底等が不可欠である。民間との対
話を重視し、プロダクトアウトではなく、マ
ーケットインの考え方により社会資本整備を
進めていきたい。 （毛利信二）
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め
る
た
め
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
使
い
方
や
投
資
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
皆
様
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
施
策
を
通
じ
て
整

備
さ
れ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
、
企
業
と
し
て
い
か
に

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
、
お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
菰
田
委
員
長
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
り
機
能
の
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
ん
だ
都

市
で
生
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
主
要
都
市
の
国
際
競
争

力
の
強
化
と
い
う
観
点
も
交
え
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
都
市
計
画
と
各
分
野
の
政
策
の
連
携
に
民
間

企
業
の
知
見
を
活
か
す
に
あ
た
っ
て
、
制
度
面
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
部
分
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

社
会
課
題
の
解
決
に
挑
戦
す
る

「
都
市
づ
く
り
」

菰
田

都
市
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
人
類
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
が
都
市

で
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
都
市
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
も
、
産
業
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防
災
、
子

育
て
、
医
療
・
福
祉
、
観
光
と
い
っ
た
各
分
野
の
政

策
と
横
断
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
各
分
野
の

課
題
を
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
、

こ
れ
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
お
の
お
の
の
施
策
と
設
備
・
施

設
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
関
係
者
と
の
協
議
の
も
と
、

都
市
全
体
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

東
京
、
関
西
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
に
は
、
国

際
競
争
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
の

活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
新
産

業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
絶
え
間
な
く
創
出
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
優
秀
な

人
材
の
相
互
作
用
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
当
社
も
、
日
本
橋
に
も
と
も
と
多
く
の
製
薬
会

社
が
本
社
を
構
え
て
い
る
と
い
う
立
地
特
性
を
活
か

し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け
る
産
学
連
携

で
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
優
秀
な
人
材
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
魅
力

的
な
都
市
と
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
の
教
育
施

設
や
外
国
語
の
通
じ
る
医
療
施
設
と
い
っ
た
生
活
環

境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
や
、
国
家
資
格
取
得
者
な

ど
客
観
的
に
技
能
を
評
価
で
き
る
外
国
人
人
材
の
在

留
資
格
の
緩
和
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
あ
わ
せ

た
対
応
が
不
可
欠
で
す
。

さ
ら
に
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
、
日
本
が
有
す

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
に
は
、
街
ぐ
る
み
で
地
域
価
値
の
向
上

を
目
指
す
と
い
っ
た
、
エ
リ
ア
全
体
を
視
野
に
入
れ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
際
に
は
、
民
間
企
業
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
適
切
な
提
供
や
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
担
い
手
を
育
て

る
た
め
、
そ
の
事
業
性
を
支
援
す
る
制
度
面
の
検
討

も
不
可
欠
で
す
。
企
業
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
運
営
面

を
強
化
し
て
い
く
支
援
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

根
本

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
は
無
料

で
提
供
し
な
が
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
利
益
を
上

げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
流
で
す
が
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
し
て
、
こ
の

手
法
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う

か
。

菰
田

街
を
１
つ
の
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
と
考
え

れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
企
業
が
お
金
を
出
し

て
、
そ
れ
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
資
金
に
す
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
で

は
そ
の
よ
う
な
仕
組
み

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。

人
材
面
を
含
め
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
住
民
自
治
の

好
例
と
し
て
は
、
米
国

の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
が
有

名
で
す
。
固
定
資
産
税

な
ど
が
他
の
地
域
よ
り

も
高
い
の
で
す
が
、
そ

の
分
、
住
民
は
快
適
に

生
活
で
き
る
の
で
、
街

の
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

物流業は、道路・港湾・空港・鉄道など
の社会資本を利用して事業を営んでいる
ため、社会資本の整備状況から大きな影
響を受ける。物流業界としては、共同配
送やモーダルシフトなど、企業・業界が
連携して生産性向上に取り組む一方、政
府には市場のニーズに応える物流を実現
するための社会資本整備を望む。その意
味では、首都圏３環状道路のミッシング
リンク解消や、新たな高速道路料金導入
による渋滞緩和などを高く評価する。
「生産性革命プロジェクト」のさらなる
推進を期待している。 （川合正矩）

図表７ 日本橋ライフサイエンス・イノベーション推進事業 概念図

提供：三井不動産

経済の成熟に伴い、社会資本の利用方法の見
直しや、公共投資によって都市機能を向上さ
せることが必要である。PPPやPFIの手法を
用いて既存の公共施設を高度化、多機能化す
ることで、社会資本に新たな価値を加えるこ
とも求められる。また、ハード面だけでなく、
マスタープランや法制度といったソフト面の
整備も生産性向上にかかわってくる。とりわ
け、街ぐるみで地域価値の向上を図るエリア
マネジメントの取り組みが重要になるだろう。
さらには、都市において新たなビジネスを継
続的に生み出していくため、優秀な人材の相
互作用によるオープンイノベーションの場を
つくり出していく必要がある。 （菰田正信）
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毛
利

世
界
の
諸
都
市
で
は
、
公
園
な
ど
の
管
理
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
住
民
に
行
っ
て
も
ら
う
た
め
の
税

制
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
受
益
と
負
担

の
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
面
も
あ
る
た
め
、
そ
う

し
た
制
度
を
広
く
導
入
し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
行
政
も
人
手
不
足
で
、
公
共
設

備
の
管
理
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
十
分
に
で
き
な
く
な

る
時
代
も
い
ず
れ
来
る
で
し
ょ
う
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
よ
う
に
、
住
民
が
管
理
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

こ
と
で
エ
リ
ア
の
価
値
が
上
昇
す
る
例
も
あ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
発
想
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

根
本

下
村
副
議
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
自
動
運
転

や
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet

of
T
hings

）な
ど
の
情
報
通

信
技
術
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
期

待
で
き
る
こ
と
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、Soci-

ety
5.0

の
実
現
に
向
け
て
行
政
に
求
め
る
こ
と
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

行
政
が
保
有
す
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
化
す
る
べ
き

下
村

企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
デ
ー
タ
利
活
用
が
今
後
の
課
題
と
考
え
ま

す
。
政
府
で
は
、
経
済
的
発
展
と
社
会
的
課
題
解
決

の
両
立
を
図
るSociety

5.0

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
シ
ス
テ
ム
の
連
携

協
調
を
図
り
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
価

値
を
創
出
し
、
企
業
の
産
業
競
争
力
を
い
か
に
向
上

さ
せ
る
か
が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

国
や
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
デ
ー
タ
、
例
え
ば
地
図
・
土
地
・
交
通
等
に
関
す

る
デ
ー
タ
に
対
し
て
は
、
産
業
側
に
は
高
い
ニ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
。
各
省
庁
や
地
方
自
治
体
に
存
在
す
る

デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
第
三
者
が
利
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
統
一
・
標
準
化

し
た
う
え
で
、
オ
ー
プ
ン
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
産
業
界
、
特
に

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
利
活
用
を
促
し
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
地
方
産
業
の
活
性
化
、
防
災
対

策
、
さ
ら
に
は
効
率
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
、
産
業
界
は
、「
協
調
と
競
争
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
企
業
や
業
種
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
協
調
領
域
と
競
争
領
域
を
切

り
分
け
る
こ
と
で
、
無
駄
を
排
除
し
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
川
合
委
員
長
が
挙

げ
ら
れ
た
、
運
送
業
界
に
お
け
る
共
同
配
送
や
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
取
り
組
み
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

政
府
で
は
、
省
庁
連
携
お
よ
び
産
学
官
連
携
を
推

進
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｐ（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
）が
着
実
な
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
維
持
・
拡
大
は
必
須
で
す
。
社
会

資
本
に
つ
い
て
も
更
新
期
を
迎
え
る
今
こ
そ
、
官
民

挙
げ
て
知
恵
を
絞
り
、
高
い
生
産
性
が
維
持
で
き
る

社
会
資
本
の
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

根
本

川
合
委
員
長
に
伺
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
効

率
的
な
物
流
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
と

自
動
隊
列
走
行
の
実
現

川
合

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
、
潜
在
的
輸
送
力
を
発

揮
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
さ
ら
な
る
推
進
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
利
用
へ
の

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
検
討
す
る
場
合
、
推
進
す
る
た

め
の
線
路
の
増
設
・
延
長
・
改
良
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
高
さ
の
あ
る
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
で

は
、
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
際
に
天
井
設
備
と

緩
衝
し
な
い
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
ト
ン
ネ
ル
内
の
線
路
土
床
を
掘
り
下
げ
る
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
選
択
肢
で
は
な
く
、
貨
車
の
低
床

化
が
実
現
で
き
れ
ば
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
を
鉄

道
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
輸
送

区
間
の
拡
大
が
図
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
い
う
視
点
で
検
討
で
き
る
こ

と
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず
で
す
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
に
よ
る
物
流
の
高
度
情
報

化
・
自
動
化
の
推
進
に
よ
っ
て
、
省
力
化
・
省
人
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
村
副
議
長
か

ら
ご
紹
介
の
あ
っ
た
自
動
隊
列
走
行
は
、
技
術
的
に

は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、
運
用
面
で
の
課
題
解
消
と
い
う

ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
ま
す
。
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、

中
長
距
離
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
幹
線
輸
送
に
お
い
て
、

省
人
化
が
図
ら
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

根
本

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
民
間
企
業
の
投
資

は
、
双
方
が
補
完
し
な
が
ら
相
乗
的
な
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
毛
利
審
議
官
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発
現
さ
せ
る
た
め
に
、
企

業
や
経
済
界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
留
意
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

社
会
資
本
整
備
も

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
へ

毛
利

皆
様
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
提
起
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
日
本
社
会
に
は
、

ま
だ
ま
だ
無
駄
や
非
効
率
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ

を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
冒
頭
申
し
あ
げ

た
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
的
で
す
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
在
、
１３
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
産
業
別
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
例
え
ば
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産

性
向
上
の
た
め
に
、
道
路
法
に
基
づ
く
特
殊
車
両
通

行
許
可
基
準
の
車
両
の
長
さ
を
緩
和
す
る
な
ど
、
産

業
界
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
日
も
皆
様
か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
私
た
ち
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
、
民
間
、
国
民
と
の
対
話
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
で
は
な
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
考
え
方
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

石
井
大
臣
か
ら
は
、
生
産
性
革
命
を
国
民
運
動
と

し
て
展
開
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
指
示
を

受
け
て
い
ま
す
。
石
井
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
産
業
界
の
皆
様
と
も
議
論
し
な
が
ら
、
国
土

交
通
行
政
が
カ
バ
ー
す
る
幅
広
い
分
野
で
の
生
産
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

根
本

本
日
は
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
最
大
化
に
つ
い
て
、
大
変

有
意
義
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
も
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
い
か
に
進
め
る
か
が

重
要
な
論
点
で
す
。
経
団
連
と
し
て
も
、
会
合
や
提

言
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
今
後
も
議
論

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
２
０
１
６
年
９
月
７
日

経
団
連
会
館
に
て
）

撮影：工藤裕文




